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 成瀬 隆純 
公開日: 2010/03/09

 [ 抄録 ][ 全文PDF (562K) ]

 
『群疑論』と『維摩経』
金子 寛哉 
公開日: 2010/03/09

183-189

 [ 抄録 ][ 全文PDF (634K) ]

 
蓮社列祖としての延寿と宗〓
柴田 泰 
公開日: 2010/03/09

190-195

 [ 抄録 ][ 全文PDF (652K) ]

 
慧可と慧〓
伊吹 敦 
公開日: 2010/03/09

196-202

 [ 抄録 ][ 全文PDF (813K) ]

 
『六祖壇経』の一考察
近藤 章正 
公開日: 2010/03/09

203-205

 [ 抄録 ][ 全文PDF (321K) ]

 
圓通徳止について
長谷川 昌弘 
公開日: 2010/03/09

206-211

 [ 抄録 ][ 全文PDF (669K) ]

 
明清代の『金剛経』解釈 -「応無所住而生其心」解釈
の変遷-
岩城 英規 
公開日: 2010/03/09

212-217

 [ 抄録 ][ 全文PDF (703K) ]

 
西安近郊の三階教史跡 -百塔寺と金川湾唐刻石窟石経-
西本 照真 
公開日: 2010/03/09

218-223

 [ 抄録 ][ 全文PDF (646K) ]

 
北魏の帝室と仏教
横井 克信 
公開日: 2010/03/09

224-228

 [ 抄録 ][ 全文PDF (596K) ]

 
中国における『智度論』受容
釆〓 晃 
公開日: 2010/03/09

229-231

 [ 抄録 ][ 全文PDF (321K) ]

 
秦王李世民 (唐太宗) と長安勝光寺 -唐太宗の崇仏事情
の一面-
伊藤 誠浩 
公開日: 2010/03/09

232-234

 [ 抄録 ][ 全文PDF (316K) ]

 
功徳と報応の一考察
唐・玄宗朝の三教斉一策に関連して
手島 一真 
公開日: 2010/03/09

235-239

 [ 抄録 ][ 全文PDF (522K) ]

 
説一切有部における禅定体験の記号言語化について
佐野 靖夫 
公開日: 2010/03/09

240-242

 [ 抄録 ][ 全文PDF (299K) ]

 
中論の新しい解釈について
西嶋 和夫 

243-248
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公開日: 2010/03/09
 [ 抄録 ][ 全文PDF (674K) ]

 
『三十頌』安慧注における識の転変
立川 武蔵 
公開日: 2010/03/09

249-257

 [ 抄録 ][ 全文PDF (950K) ]

 
『無量寿経』における一生補処の内容
五十嵐 明宝 
公開日: 2010/03/09

258-265

 [ 抄録 ][ 全文PDF (879K) ]

 
『法華経』仏身観の構造について
金 栄生 
公開日: 2010/03/09

266-268

 [ 抄録 ][ 全文PDF (317K) ]

 
『勝鬘経』における大力菩薩の成立
久保田 力 
公開日: 2010/03/09

269-274

 [ 抄録 ][ 全文PDF (731K) ]

 
何故 atman なのか
今西 順吉 
公開日: 2010/03/09

275-281

 [ 抄録 ][ 全文PDF (698K) ]

 
医療施設における死後の処置と生命倫理
佐藤 雅彦 
公開日: 2010/03/09

316-312

 [ 抄録 ][ 全文PDF (424K) ]

 
環境倫理と仏教の課題 (2)
山本 修一 
公開日: 2010/03/09

323-317

 [ 抄録 ][ 全文PDF (700K) ]

 
ミャンマー・モーニョ瞑想裁判 (1983) の判例
平木 光二 
公開日: 2010/03/09

328-324

 [ 抄録 ][ 全文PDF (490K) ]

 
密教僧慧超の再考察
李 廷秀 
公開日: 2010/03/09

331-329

 [ 抄録 ][ 全文PDF (294K) ]

 
太古普愚の禅思想と大慧禅との関係性
姜 文善 
公開日: 2010/03/09

337-332

 [ 抄録 ][ 全文PDF (567K) ]

 
義湘の法界縁起観
李 道業(杏九) 
公開日: 2010/03/09

343-338

 [ 抄録 ][ 全文PDF (540K) ]

 
元暁の和諍原理
華厳一心について
全 海住 
公開日: 2010/03/09

348-344

 [ 抄録 ][ 全文PDF (512K) ]

均如の法華経観 351-349
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 金 天鶴 
公開日: 2010/03/09

 [ 抄録 ][ 全文PDF (282K) ]

 
百済弥勒寺の縁起から見た伽藍構造と思想について
李 興範 
公開日: 2010/03/09

354-352

 [ 抄録 ][ 全文PDF (304K) ]

 
『宗鏡録』の成立
王 翠玲 
公開日: 2010/03/09

358-355

 [ 抄録 ][ 全文PDF (453K) ]

 
スコイエン・コレクションの『新歳経』断簡について
松田 和信 
公開日: 2010/03/09

366-359

 [ 抄録 ][ 全文PDF (825K) ]

 
ゲルク派による二種のコラムパ批判書
小林 守 
公開日: 2010/03/09

372-367

 [ 抄録 ][ 全文PDF (571K) ]

 
恒常なものはなぜ無能力か
刹那滅論証の理論的背景
吉水 千鶴子 
公開日: 2010/03/09

377-373

 [ 抄録 ][ 全文PDF (542K) ]

 
世親、ダルマキールティの滅無因説と中観派 -自立論
証派と帰謬論証派の見解の相違-
森山 清徹 
公開日: 2010/03/09

386-378

 [ 抄録 ][ 全文PDF (899K) ]

 
「弥勒請問章」と初期唯識文献の三性説
ケサン ツルティム 
公開日: 2010/03/09

393-387

 [ 抄録 ][ 全文PDF (664K) ]

 
安慧の三性説理解について
北野 新太郎 
公開日: 2010/03/09

396-394

 [ 抄録 ][ 全文PDF (309K) ]

 
依他起性, 無自性, 無常
池田 道浩 
公開日: 2010/03/09

401-397

 [ 抄録 ][ 全文PDF (495K) ]

 
初期唯識説における利他と空性の関係について
千葉 公慈 
公開日: 2010/03/09

405-402

 [ 抄録 ][ 全文PDF (381K) ]

 
『入菩薩行論』における自己と他者
大西 薫 
公開日: 2010/03/09

409-406

 [ 抄録 ][ 全文PDF (418K) ]

 
Ratnavalitika における信について
櫻井 智浩 
公開日: 2010/03/09

412-410

 [ 抄録 ][ 全文PDF (311K) ]

 

チャンドラキールティの縁起解釈について -ナーガー
ルジュナの著作と「相互依存」解釈との関連を中心と
して-

415-413
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原始仏教における善悪について -「パーリ語韻文シ
ソーラス」を用いて-
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律規定の解禁をめぐる諸問題
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四無量禅について
金 亨俊 
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Petavatthu-Atthakatha について
藤本 晃 
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Varivasyarahasyaにおけるマントラ論
井田 克征 
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ジャイナ教における女性解脱論
長尾 聖生 
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宇野 智行 
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片岡 弘次 
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古ジャワ版マヌ法典のテキストについて
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The Portrait of Conducianism in Further
Biographies of Eminent Monks (_??__??__??
__??_)
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On ‘Sambodhi’: The preachings of Sakya Buddha
-Original and Comprehensive Studies of Hanjiro
Tominaga-
Yukio KOTANI 
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Distinguishing the Two Siddhasenas
Sin FUJINAGA 
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閲覧規約 プライバシーポリシー リンクポリシー 連絡先 修正ポリシー
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